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　地上アナログ放送は平成２３年６月末に通常の放送を終了し、７月２４日正午に放送を完全に停止します。

　総務省では、経済的な理由などで地上デジタル放送が見
られない世帯（ＮＨＫ受信料全額免除世帯）に対して、簡
易なチューナーを無償給付するなどの支援を行っています。
　今年度の受付が始まりましたので、対象となる世帯
の方は７月２日までにお申し込みください。
※支援の申し込みには、ＮＨＫと受信契約を結び、全
　額免除の適用を受けることが必要です。なるべく早
　めに契約手続きなどをお願いします。
※支援は現物給付です。ご自身で購入したチューナー、
　アンテナなどの費用の清算はできません。
【対象世帯】
①生活保護など公的扶助を受けている世帯
②障がいのある人がいる世帯で、かつ世帯全員が市民
　税非課税の措置を受けている世帯
③社会福祉事業施設に入所されていてテレビを持ち込
　んでいる世帯
【問い合わせ】　総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎０５７０－０３３８４０

地上デジタル放送を見るためのチューナー支援

　総務省三重県テレビ受信者支援センター（デジサポ
三重）では、早期のデジタル化を進めるため、定点相
談会を行います。
　地デジの準備にあたり、「デジタル放送を見るには何
が必要か」「テレビを買ったのにデジタル放送を受信で
きない」など地デジについてご不明な点があれば、お
気軽にご相談ください。
【と　き】
　５月１７日（月）～２１日（金）
　午前９時３０分～午後４時３０分
【ところ】
　市役所南庁舎１階　玄関ロビー
【問い合わせ】
　秘書広報課
　☎２２－９６３６　℻  ２２－９６１７
　総務省三重県テレビ受信者支援センター
　（デジサポ三重）　☎０５９－２１３－１０３０

デジサポ三重による定点相談会のお知らせ
地デジでお困りの皆さんへ

　

　ビル陰などの受信障害による共同アンテナ（受信障
害対策共聴施設）の地デジ対応は、対応方法の決定や
工事などに時間がかかります。平成２３年７月に近づ
くと工事が集中し、対応が間に合わなくなるおそれが
ありますので、早急に地デジへの対応が必要です。
　デジタル放送はアナログ放送と比べて受信障害に強
く、ビル陰でアナログ放送の受信障害が生じていた場
合でも多くの地域で障害なくテレビをご覧いただけま
すので、受信調査などを行った上で、デジタル波の受
信障害の有無を把握してください。
　受信調査の結果、障害が解消する地域の共聴施設の
運用を平成２３年７月に終了する場合は、施設を利用
しているご家庭に対して、個別に受信アンテナを立て
るか、ケーブルテレビなどに加入してデジタル放送を
ご覧いただくようにお知らせをする必要があります。
　障害が継続する場合には、共聴施設の改修やケーブ
ルテレビへの加入などにより、地デジ受信を行うため
利用者の皆さんと協議をしてください。
　マンション・アパートなどの集合住宅共聴施設につ
いても同様に、早急な地デジへの対応が必要です。
　デジサポでは、受信障害対策共聴施設や集合住宅共
聴施設のデジタル化対応のための工事費用の助成金制
度などの支援策を実施しています。

　受信障害対策共聴施設の場合、①施設改修、②ケー
ブルテレビなどへの加入、③新たに共聴施設を設置す
るという方法があり、費用の一部（①②の場合は２分
の１、③の場合は３分の２）を助成します。
　また、集合住宅共聴施設に対しては、①施設改修、②
ケーブルテレビなどへの加入の際に、特に費用がかかる
場合（世帯あたり３万５千円超）に、費用の一部（最大
２分の１）を助成する制度を今年度に実施する予定です。
　そのほか、受信調査や法律家相談を無料で実施する
などの支援措置を用意しています。詳しくは、デジサ
ポホームページ（http://www.digisuppo.jp/）をご
覧いただくか、総務省地デジコールセンターまでお問
い合わせください。また、助成金の具体的な手続きな
どのご相談は、総務省テレビ受信者支援センター助成
金窓口で受け付けています。
【問い合わせ】
○総務省テレビ受信者支援センター（デジサポ）
　総務省地デジコールセンター　
　☎０５７０－０７－０１０１（ナビダイヤル）
　ＩＰ電話などの方　☎０３－４３３４－１１１１
　午前９時～午後 9時　
　※土・日曜日、祝日は午前９時～午後 6時
○総務省テレビ受信者支援センター助成金窓口　
　☎０５７０－０９３－７２４（ナビダイヤル）
　ＩＰ電話などの方　☎０３－５６２３－３１２１
　午前 9時～午後 6時（平日のみ）

ビル陰共聴・共同住宅などの地デジ化
施設管理者・オーナーの皆さんへ

平成２３年７月
地デジ完全移行
平成２３年７月
地デジ完全移行



有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す 

　

広
告
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
掲
載
料
は
１
枠
（
縦
５
㎝

×
横
９
㎝
）
２
万
円
で
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
号
の
２
カ
月

前
か
ら
お
申
込
い
た
だ
け
ま
す
。

　

広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
秘
書
広
報
課
（
☎
22
・

９
６
３
６
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
掲
載
の
広
告
に
つ
い
て
不
明
な

　

点
は
直
接
広
告
主
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い

総合サービスINAX

　４月４日、ＪＲ関西本
線の利用促進と伊賀の観光
ＰＲを目的に、伊賀隠れ里
ウォークを開催しました。
天候にも恵まれたこの日、
愛知県や奈良県など県外を
はじめおよそ１７０人が参
加しました。
　ＪＲ佐那具駅からスタートしたこのウォークでは、桜
並木を通り、市内の酒造場や神社を訪れました。
　酒造場見学では、酒蔵のひんやりとした空気や、壁や
柱にまでお酒がしみこんでいそうなほどのお酒のにおい
に、酒造場の歴史を感じることができました。
　その後訪れた神社で昼食休憩をとり、参加した人たち
は、昼食時に振る舞われた豚汁を味わいながら、静かな
たたずまいを見せる神社で疲れを癒していました。

　健康づくりに取り
組む人や、地酒を
作っている酒蔵巡り
が趣味な人など、参
加目的はさまざまで
したが、みなさん桜
を見ながら春を満喫
し、伊賀の観光を楽
しんでいました。

　伊賀市の春の訪れを感じさせる伊
賀上野NINJAフェスタ２０１０が、
４月１日から開催され、市内、県外
から多くの観光客でにぎわい、街中
が忍者一色になりました。市街地７
カ所にある道場は、今年も大人気で、
いろいろな種類の忍者修行が体験で
きます。
　なかでも今回初登場の「投げ石ころぴた道場」はカロー
リングの石を転がして目標に入れるというもので、子ど
もたちは、なかなかまっすぐ転がらない石の動きにとま
どいながらも楽しんでいました。
　また、毎年恒例の手裏剣道場を体験していた子どもた
ちは「本物の鉄の手裏剣の重さにびっくりした。重くて
上手に投げられなかったけど楽しかった。」と満足した

様子でした。

春の陽気を満喫
伊賀隠れ里ウォーク

街中が忍者でいっぱい！！
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伊賀上野NINJAフェスタ２０１０


